
CFOの⽥邉です。
2025年3⽉期第3四半期の業績についてご説明申し上げます。
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スライド1をご覧ください。
本⽇ご説明するサマリーです。

第3四半期の連結決算では、10-12⽉の四半期で、64億円の増収、1億円の増益。
4-12⽉の累計期間で、164億円の増収、15億円の増益となりました。

四半期および、累計期間ともに、過去最⾼の売上⾼、営業利益を更新しました。

国内では、前年の⾼い実績を超え、過去最⾼の売上⾼を実現しました。
効果的なマーケティングや営業活動により、スナック、シリアルが伸⻑しました。

海外は、累計で増収増益、四半期では増収減益で、上期に⾒直した修正計画に届きませんでした。
重点地域の北⽶、中華圏では、増収、増益となりましたが、英国やインドネシアの減益が全体を押し下
げました。

国内の販売を伸ばすことで、連結全体で通期修正計画を⽬指します。

せとうち広島⼯場は1⽉13⽇に、予定通り稼動を開始いたしました。
今後も、マーケティング投資を継続し、来期の販売拡⼤に備えてまいります。

また、国産ばれいしょの中⻑期的な安定調達の取り組みとして、しれとこ斜⾥農業協同組合との連携
を発表いたしました。
引き続き、⾃然環境と地域コミュニティーと共⽣するサステナビリティ経営を推進してまいります。
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スライド2をご覧ください。
最初に、1⽉にリリースしました成⻑戦略の取り組みを、2件ご紹介いたします。

まず初めは、1⽉6⽇にリリースした次世代⼯場の基盤構築についてです。
最新鋭のマザー⼯場「せとうち広島⼯場」は、予定通り、1⽉13⽇に、順次稼働を開始しました。弊社
の国内において約19年ぶりの新⼯場となります。

「⼈と地球の笑顔をつくり出す、未来を形にする⼯場」をコンセプトに、優れた環境性能、⽣産性向上、
作業環境改善を実現する最新鋭マザー⼯場です。
この新⼯場が可能にする主な取り組みは以下の三つとなっています。

① メタン発酵、廃熱⽔分回収、バイオマスボイラーを導⼊した、ジャガイモを使い尽くすエネルギーシス
テムです
② DX技術を活⽤した⾃動化、省⼒化への取り組みで、探さない、運ばない、間違えない、書かな
い、重くないを⽬指します。
③ 安全性と働きやすさの両⽴を⽬指し、従業員が⽣き⽣きと健康的に働ける職場環境の提供です。

詳細の取り組みについてはリリースをご参照ください。
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スライド3をご覧ください。

続いて、1⽉23⽇にリリースした内容についてご説明いたします。
国内ばれいしょの安定調達に向けて、しれとこ斜⾥農業協同組合との連携を決定いたしました。

現在、カルビーは、国内ばれいしょ⽣産量の約19％にあたる、37.9万トンものばれいしょを調達しており
ます。今回の連携により、しれとこ斜⾥農業協同組合からの調達量が年間4万トンまで可能となりま
す。カルビーは2030年までの国内調達量を年間約40万トン以上にする⽬標がございますが、これに向
けた⼤きな布⽯となります。
昨今の気候変動や⽣産者の減少といった課題に取り組み、今後のサステナブルな事業経営強化にむ
け、⽣産者との連携をさらに強化してまいります。

また、冷凍⾷品事業にも本格参⼊いたします。
斜⾥町にて冷凍加⼯施設を建設し、現在アンテナショップ等で販売している「ポテりこ」等の⽣産を予定
しています。

現時点で、当施設に関連する共同投資額は約200億円で、2028年3⽉期での操業開始を⽬指し
てまいります。
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続けて、累計業績についてご説明いたします。
スライド4をご覧ください。

2025年3⽉期 第3四半期累計期間の連結業績です。

売上⾼は 2,438億円で、前年同期⽐ 7.2％増、 修正計画⽐ 100.4％
営業利益は 252億円で、 前年同期⽐ 6.5％増、 修正計画⽐ 99.3％
当期純利益は 184億円で、 前年同期⽐ 6.9％増、 修正計画⽐ 106.8％ となりました。

次のページから第3四半期（3か⽉）の業績の詳細をご説明いたします。
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スライド5をご覧ください。
2025年3⽉期第3四半期の連結業績についてご説明いたします。

売上⾼は 867億円で、 前年同期⽐ 8.0％増、 修正計画⽐ 101.0％
営業利益は 103億円で、 前年同期⽐ 1.2％増、 修正計画⽐ 98.3％
当期純利益は 77億円で、 前年同期⽐ 22.5％増、修正計画⽐ 117.9％ となりました。

前年同期⽐では、国内海外ともに過去最⾼の売上⾼となりました。

営業利益は、コスト⾼騰や投資の拡⼤を国内の増収で打ち返し、連結全体で増益となりました。
当期純利益は、為替の円安進⾏による影響で、⼤幅増益となりました。

修正計画に対しては、売上⾼は達成したものの、営業利益が未達となりました。
国内は販売数量が伸⻑し、売上⾼、営業利益ともに計画を超えましたが、海外の未達をカバーしきれ
ませんでした。
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スライド6をご覧ください。
営業利益の増加分析について、ご説明します。

連結全体では前年同期⽐ 1億円の増益となりました。

内訳は国内事業で2億円のプラス、海外事業で0.6億円のマイナスです。

国内は、円安やインフレ等に起因したコスト増を、価格・規格改定で打ち返しました。
ブランド強化のためのマーケティング投資を継続的に⾏ったことにより、販売数量が伸⻑し増益となりまし
た。

また、S&OPの取り組みによる単価改善、収益性改善効果も貢献いたしました。
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スライド7をご覧ください。
国内製品別の売上⾼についてご説明いたします。
スナック、シリアル、その他事業、すべてのカテゴリーで増収となりました。

スナック全体では、前年同期⽐ 30億円の増収。
「ポテトチップス」+4億円、「じゃがりこ」＋8億円、その他スナック＋18億円と、すべてのカテゴリで伸⻑い
たしました。
⼗分な量を確保した北海道産ばれいしょと、⽣産能⼒を有効活⽤し、前年の⾼い販売⽔準を超える
売上⾼を達成いたしました。
⼟産⽤製品は、インバウンド、国内旅⾏需要の⾼まりから、伸⻑が継続しております。

シリアルは12億円の増収。
前年下期以降⼆桁成⻑が続き、当四半期では、シリアル市場シェアは4割に到達いたしました。
以下の2つの要因により、消費者需要の喚起、向上につなげました。
① 増量、TVCF、コラボ企画等の様々なマーケティング施策を講じたこと
② マーケティングと営業の連携強化を⾏ったこと となっております。

その他事業は、4億円の増収。⽢しょ事業や、新規事業の「Body Granola」が伸⻑しました。
⽢しょ事業は、卸販売が堅調で増収となりました。収益⾯では、カルビーのノウハウを取り込み、廃棄ロ
スを削減しました。今後も、⽣産性や原材料管理の改善に向け、注⼒してまいります。

詳細要因については、次のスライドでご説明します。
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8

スライド8をご覧ください。

「ポテトチップス」は、前年並みの⾼い販売数量を実現し、前年同期⽐で増収となりました。
「うすしお味」等の定番品や、「堅あげポテト」が堅調に推移しました。サブブランド展開した「ポテトチップ
ス ザ厚切り」や、「ポテトチップス超薄切り」の販売好調も貢献いたしました。

「じゃがりこ」は、前年同期⽐で増収。
6⽉に実施した価格改定後も需要は堅調で、前年の⾼い販売⽔準を維持いたしました。

その他スナックは、3⽉にリニューアル発売した成型ポテトチップス「クリスプ」や、⼟産⽤製品が好調で、
増収。
⼩⻨系、コーン・⾖系スナックは、改定効果もあり売上⾼を拡⼤し、「かっぱえびせん」は数量ベースでも
堅調に推移いたしました。

シリアルは、前年同期⽐で増収。
シリアル市場が活性化する中、カルビーのシェアは前年同期⽐で＋3.3ptsと、8四半期連続で伸⻑し
ました。
オリジナルや糖質オフ等の定番品の⼤容量サイズが伸⻑し、前年の第3四半期からさらに販売⽔準を
引き上げました。また、期間限定のコラボ製品「フルグラ ブラックサンダー味」の販売拡⼤も貢献しており
ます。



スライド9をご覧ください。
海外事業の地域別業績について、ご説明いたします。

欧⽶は、＋19億円の増収、△0.5億円の減益となりました。
北⽶は増収、増益となりましたが、英国の減益が影響いたしました。

アジア・オセアニアは、売上⾼は＋13億円の増収となりました。
中華圏では、通関規制の影響が⼀巡し、これまで取り組んできた⼩売店舗向けの売上強化施策の販
売拡⼤が顕在化いたしました。また、6⽉に⼦会社を設⽴したニュージーランドでの⼀⻫出荷も増収に
貢献いたしております。
営業利益は、インドネシアでの原材料費の悪化が減益要因でしたが、中華圏やタイ等での増益で相殺
しております。
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スライド10をご覧ください。
主⼒の地域について詳細をご説明いたします。

北⽶は、増収、増益となりました。
「Harvest Snaps」、⽇本発ブランドともに⼆桁成⻑が継続しました。⽇本発ブランドは、⽶系スー
パーでの販売拡⼤や、「Takoyaki Ball」等の販売アイテムの増加が貢献しました。
PB・OEMの⽣産拠点であるマデラ⼯場では、10⽉より⼀部⽇本発ブランドの内製化がスタートしており
ます。前期より続いた減収が⼀巡し、新規受注や内製化による⽣産増や、コスト改善活動が奏功し、
収益性が改善しております。また、1⽉に、R&D Innovation Centerを開設いたしました。製品開発
体制を強化し、中⻑期の成⻑に向けた商品開発を進めてまいります。

英国は、増収、減益となりました。
「Seabrook」ブランドの全国チェーンでの定番化に伴う配荷拡⼤や、⽇本発ブランドの販売拡⼤を推
進いたしました。⼀⽅、新たに増設したポテトチップス・ラインの安定稼動が遅れていることにより、供給不
⾜や廃棄ロスが発⽣し、減益となりました。現在、⽣産体制の早期⽴て直しに取り組んでおります。

中華圏は、増収、増益となりました。
景況感の低迷は継続しているものの、⼤型⼩売等との取り組み強化や取引先の拡⼤により、⼩売店
舗向けの売上が⼤幅に伸⻑いたしました。今後も販売費を効果的に活⽤し、現地OEM製品や、周
辺国からの輸⼊品の販売拡⼤を⽬指してまいります。

最後に、インドネシアについてご説明いたします。インドネシアは増収減益。
営業利益は、当第3四半期において新たに調達した、ばれいしょの歩留まり悪化が影響しました。
売上⾼は、10⽉にラインを増設した「Guribee」等、ばれいしょ以外の原料を使⽤する製品を拡販し、
ポテトチップスの減収をカバーしました。
また、今後のライン増強や競合環境を⾒据え、新製品の投⼊やマーケティングの強化を進めてまいりま
す。

10



11

スライド11をご覧ください。

本⽇発表しました価格・規格改定についてご説明いたします。

2025年4⽉に⼟産⽤製品、2025年6⽉に「じゃがりこ」の改定を実施します。
⼟産⽤製品のメインブランドである「じゃがポックル」は今回で3回⽬の改定、「じゃがりこ」今回で5回⽬
の改定となります。

想定改定率は、⼟産⽤製品で5-19％、「じゃがりこ」で4-10％です。

以上で、説明を終了いたします。
ご清聴ありがとうございました。
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